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ビルマ調査行雑記

～ミネラライトを手に～

パダチヨン(Padatgyam9)鉱山に歩き着いたのは昼

(3月11目)すぎだった.一行のための特設食堂は風

通しもよくて眺めも悪くない(第1図).だがまと

もに太陽を仰ぐ広場は陽炎どころか燃えているような

酷暑である.この暑さの中を歩くのは相当キツい.

よくしたものでビノレマには昼寝の習慣がある.一行は

食後部屋割をしてそれぞれ横になった.部屋割り

といっても大小2室しかない.壁は竹床はラワン

屋根は椰子の葉でふいてある.｢リバｰサイドホテル｣

のような広間やベランダは狂いが電燈がつく(第2図).

この基地には目立製の発電機カミ備えられているのだ.

｢適当に各自のベッドを決めなさい｣

団長の一言で大部屋の階段を大部分が登ってしまった

わけであるが私もその1人.ベッドカミ足り放くて

田中さんと鈴木さんがひきかえす.

｢団長さんが寂しがるといけないから｣

これが田中さんの言であった.長と名のつく人はお

おむね敬して遠ざけられる運命にあるらしい.

さて遅くなったが一行の顔ぶれを紹介しておこう.

団長塩原幹治(三井金属鉱業KK取締役)

団員重松喜一(大手開発KK取締役調査部長)

田中良雄(日鉄鉱業KK探査課長)

大丸広一郎(日本鉱業KK目立鉱業所探査課長)

鈴木宏尚(海外技術協力事業団開発調査部実施課)

大森敬治(通産省鉱山石炭局鉱放課海外鉱物資源開発

室)

第1図バタチョン鉱山MDC宿泊所定は特設食堂左･右2棟の宿

舎の右棟は左半部が買上げ精鉱の倉庫右半が塩原田中

鈴木各氏のルｰム左様か筆者らのノレｰム珍しく雲がみえる

岸本文男

とそして私である(カッコ内は当時のもの).

午後3時一行は例の坂道を下り鉱山南東端の砂錫

採掘場から調査を開始した.

ピンマナ東方地域の地質

ビノレマ全体の地質については地質図(第3図)をみ

て欲しい.この図はMDC苦心の最新作にもとづいて

私が大きくまとめ直したものである.MDC作の図幅

は地質調査所資料室に保管されているからご覧願いた

レ､.

一行が調査したのは7鉱山ですべて錫･タングステ

ン鉱床である.この7鉱山を含む周辺地域の地質は

第4図に示したように1)始生代(?)変成岩類2)モｰ

チ系3)後期古生層4)プラトｰ石灰岩5)ロイ･アン

系コｰノレメジャｰと6)貫入花商岩類で構成されている.

1)始生代(?)変成岩類:これは黒雲母片岩･白

雲母片岩･石墨片岩･片麻岩類･グラニュライト･片麻

状花開岩などからなりしばしぱ脈状ないし岩株状の花

庸岩･はんれい岩･かんらん岩校との貫入体を伴ってい

ることが一つの特徴である.片麻岩としてはスカポ

ライトｰざくろ石一黒雲母片麻岩のほか輝石片麻岩

輝石一スカポライト片麻岩透輝石片麻岩透輝石一石

墨片麻岩などカミありしばしば層々注入の形で変化して

いる｡なお始生代(?)再結晶石灰岩の薄層が縞状

に片麻岩に伴われるのも一つの特徴である.これは地

第2図バタチョン鉱山MDC宿泊所の室内左上に裸電球がみえる

蚊帳は各自使用(蚊張付き寝袋)左から大森重松田中

大丸鈴木の諸氏�
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一一_構造線･

第4図バタチョン周辺の構造バタｰンと錫･タング

ステン鉱床の分布

長石はおもに曹長石

石英質砂岩と赤色砂岩が発達す

る中部層炭層に富む上部層に

分けられる.炭層上盤層から

は一般に植物化石が多産する.

第3図

ビルマ地質図

(注1972.3ビルマ政

府から入手筆者が一

部修正)

域最古の岩層でこの変成岩帯中にも若干の錫とタング

ステンの鉱床が分布する.

2)モｰチ系:これはメノレグイ統に属する主とし

て珪岩･粘板岩･硬砂岩･片麻岩･絹雲母片岩･緑色片

岩で構成され先カンブリア系からシルノレ系まで含んで

いるものと思われる.走向は一般にN-S通常Wに

ときにはEに急傾斜する.錫･タングステンの砂鉱床

の基盤岩層として調査鉱区内に露出していることカミ多

い.

3)後期古生煽:MDCの説明ではよく理解でき

狂い地層区分と内容のものである.1)とも2)とも異な

うた礫岩の発達する砂岩層の変成岩層(?)と解しておく.

4)プラトｰ石灰岩:いわゆる上部プラトｰ石灰

岩で･ペルムｰ石炭系のものである.暗～青灰色を呈

'しフズリナプロダクタスなどの化石を多産する.

下部プラ'トｰ石灰岩の場合に較べると苦灰石に乏しい

めが特徴的である.

5)ロイｰアン系コｰルメジャｰ:ジュラ系

.帰･喉式的には主として頁岩が発達する下部層粗粒

6)花廣岩類:モｰチ系中

に貫入した白亜紀後期一始新世

前期の花陶岩類で始生代(?)

変成岩類との接触部は断層と考

えられる.錫･タングステン

の初成鉱床カミ西側(第4図)の

花闇岩岩体の主として縁辺部に

分布する.岩相は多種にわた

るといわれているが数少ない

堅硬部分でみると完晶質の岩

相がきわめて安定した主とし

て石英･正長石･斜長石･黒雲

母からなる黒雲母花開岩で斜

一部が灰曹長石からなっている.

硬い花崩岩の試料には思い出カミある､あれは3月15

目のことだった.4番目に調査したナンバｰ･フォｰ

鉱山(No･4Mine)でもそれまでと同じように目に

ふれる花闇岩はすべて風化･分解されボロボロになっ

ていた(第5図).

｢これではサンプルがとれない｣

と私は一行にもビノレマ側にもボヤいたのである.キ

ムマンニュｰ氏は3-4km彼方のはるか下方に光るポ

ｰンロｰン河支流の水面を指さし衣がら(第6図).

｢あそこまで行けば.だカミ道がない｣

という.私は先の日々に期待しここではあきらめた.

その目宵闇が迫る頃食事を終えてバンブｰ･ハウ

スに歩いていたらウｰインドでない方の若い地質屋

(第7図)か調査の装立ちのまま私の前に立って両手を

差し出した.見るとその手に岩石が乗っている.一

瞬アッと思った.堅硬な花商岩塊である.感激し

ただただ感謝した.あの遠い河辺に下り採取してき

たという･1-2grの黒雲母を集めるには小さすぎたが

日本人とビルマ人地質屋との信頼と友情を生む上ではこ

のシャン高原のどの山よりも気高いものを感じさせてく

れたのである.私は金では失礼と思い鈴木さんと金

って缶詰を彼にプレゼントしたがそれも愛とって貰う

のに苦労した.キムマンニュｰ民カミニコニコしなが

ら

｢喜んでいただきなさい｣

と進めてくれたので私はホッとした.�
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調査の日々

パダチョン鉱山南東端

の砂錫採掘場(第8図の

No･2の部分)は山側の

壁が垂直にカットされ

底に疎水溝が掘られ一

見きれいに澄んだ水カミ流

れていた.覆土4.00m

沖積層0.65mそして基

盤に黒雲母花筒岩.そ

の沖積層が砂錫を含み

錫石含有量が1立方ヤｰ

ド当り2,673ポンドだと

いう.早速に椀掛け

(椀の直径45cm)が始

まった(第9図).私は

シンチレｰションカウ

ンタｰを作動させて

値とほとんど変らない.

ヅタリとくっついて

第7図現地調査に最大の努力と1熱意を示してく

れたビルマの若い地質技師名前を失念

したのか残念であるこの青年がシンチ

レｰション･カウンタｰを操作してrゼ

ロゼロフォｰ｣とやってくれた

測定にかかるだが値は後背｡/町

ビルマの若い地質屋さんがピ

測定を見守っていた.一方では

大丸さんを初め諸士の作業がテキパキと行なわれてい

る･私は試みにミネラライトを照射してみた.砂鉱口綾租層.舳.rrr切

だから灰重石がそれほど期待できないのは当然である.第8図バタチヨン鉱山の地質･鉱床分布図

ヒョッとしたらと思ったカミ写真用暗幕をスッポリと

かぶった暗黒の中にミネラライトのブｰンという音がひれほど強く円琢されてはい狂い.色は白･黄･黒だど

びくだけであった.さまざまである.

椀がけの現場に行こうとして

導水管を踏み落してしまった.

｢エクスキュｰズミｰ｣

どえらく悪いことをしたような

顔をしていたことだろう.

椀の底に砂錫がたまっていた.

つい私はトタン製の

バツの悪さにさぞ妙な

錫石の一つ一つはそ

パダチョン鉱山にはこのような砂錫採掘場かパダチ

ョン川に沿って少なくとも20ヵ所あった.パダチョン

川沿いの沖積層中にはどごでも砂錫カミみられるのである.

ただ品位と最これカ澗題でもっとも含有量が高か

ったのは私たちが第4号砂錫採掘場と呼んだ部分(第8

第5図パダチョン鉱山残留錫･タングステン鉱床採掘場花筒岩カ楓

化されてボ日ボロになっている強い目ざしを反射してサン

グラスなしには1コカ童痛い

第6図N皿4鉱山からはるかポｰンロｰン河の流を見る左上にかすか

に光る水面かポｰンロｰン河であるそこまで試料をとりに行

ってくれたわけである(本文)その間のジャングルに猿の群

が賑々しかった�
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図No･4)で1立方ヤｰド当り!5,213ポンドであった.

砂錫の採掘方法は面白い.まず疎水溝を掘り砂錫

層の下底面すれすれに水面がくるよう導水する.この

疎水溝の両側の沖積物を掘り崩し手やスコップでせき

とめる･ただし上を水力螺れ流れるように加減して

せきとめる(第1Q図).水は軽い物質を洗い流し重い

錫石カミ残る.それをすくい取れば精鉱というわけなの

だ.｢私にもできます｣と真似てみたがやはり慣れ

ないことはダメらしい.軽いものまで流れなかったり

重いものまで流れてしまったり.私の様子を見ていた

一行から新しい志願者もいたが結果は変らなかった.

パダチョン鉱山には上記の砂錫鉱床のほか花闇岩

中に胚胎された錫･タングステン･石英脈とその残留鉱

床がある.前者は2カ所(第8図のNo.3とNo.7)

第9図パダチョン鉱山の職長さんが椀がけの腕をふるうおとなしい

人だった椀がけ専門に働いてくれた横着を知らぬ仕事熱心

な同々には感じ入った

にあって3月11目に調査したのは幅最大100cm延長

12mばかりのレンズ状のものであった.例によって手

分けした作業の進行は早い.蜜にたかる蟻よろしく

テｰプをひくもの'スケッチするものサンプルをとる

ものミネラライトを当てるもの放射能を測るもの

記録するものルｰぺをのぞくもの……団長の指摘で

サヅサと動く.灰重石が鉄マンガン重石の縁で美しい

螢光をみせる(第11図).

鉱脈のW03見込み品位についていろいろな意見カミ

でた.その中でもっとも高かったのは5%低かった

のは1%.別にこだわりなく2-3%ということで

落着いた.で毛そのとき採った平均サンブノレの分析

値はWO割0.90%Sn0.19%Mo0.05%Ca0.12

房P0.04%SiO.93%この結果について後で

一同｢ほうそんなものですか｣

そんなものでしょう.分析個数はただの1個信用し

すぎてはなりません.

腹をへらして基地にもどった一行は陽も山かげに近

く涼しくなった水浴場で交替に水をかぶる.竹垣に

へだてられた水浴場が2ヵ所.､これも一行のための特

設らしく竹が新しい.2ヵ所合せて1坪ぐらい.

並んで建っている外観はトイレの感じである.もちろ'

ん一人で溝員.おまけに頭から水をかぶるとブル

ブルッとくる.

｢石けんをどうぞ｣

とすすめてくれたビノレマ青年の手に何と｢花王せっけ

ん｣がのっていた.終戦後の日本のよう放気持で幾つ

も持ってきたのに拍子ぬけである.

サッパリしたところでまたも有難や氷を入れたマ

ンダレｰビｰノレそれから特設食堂での夕食.風は

涼しく吹いてくれるし食膳は豊かだしこれで蚊さえ

第10図砂錫採取風景水流を利用した原始的泣

hands1uicingだ淋小気咲よく砂錫精

鉱を手ですくい上げていた

第11図パダチョン鉱山鉱脈大露頭から採取したタングステン鉱石の顕微鏡写真

W:鉄マンガン重石S:灰重石Q:看英�
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い荏ければ文句なしなのだカミマラリヤカミこわい.

処方通りに予防薬を飲んでいるのだが食卓の下で蚊と

り線香をたきその上蚊に喰われたと一騒ぎに校る.

幸いなことに一行の中でマラリヤになった人を聞かな

い.

食事中若いビノレマ人青年たちがそれぞれスｰプやら

御飯やらの容器を手に次々とついで回る､

｢ノウサンキュｰ｣

と言うまではそれ飲めやれ喰えのサｰビスである.

｢マスタｰ｣

と芦をかけられたら早めに｢ノウサンキュｰ｣とや

った方が腹のため身のためであると思った,

食後は食卓の大きなテｰブルが作業台に荏った.

蚊を気にしながら分担よろしく仕事が進む.夜にな

るとこの部落付近に虎が出るということだったが

あまりピンと来ない.それよりも何という鳥か｢ギ

ャッオギャッ｣と鳴く声の方が気になった.

翌12目はおもに残留鉱床の調査に入った.ボサボサ

に風化した花嵩岩の白さが目に痛い.ほとんどが露天

掘でいたるところまさに縦横に溝が掘られ(第12図)

スケッチ係が苦労している.こちらは暑い暑いを連発

しながら暗幕をかぶったりはずしたり.暗幕に包

まれた小さな世界で汗がしたたり落ちるのカミよくわか

る.ほとんど灰重石は認められない.錫石と鉄マン

ガン重石が雨期の豪雨を利用して採掘されているのだ.

ところどころに柱と屋根枠だけの小屋が残っている.

いおゆる小割場である.豪雨の中鉱石塊を干割りし

ているなんてきついことだろう.日本の援助で何とか

ならないものかと思ってみたりした.

残留錫･タングステン鉱床は大きく2ヶ所に分かれて

いた.サンプルが次第にふえてゆく.

翌日もパダチョン鉱山の調査が続けられた.調査の

3目目か4目目というのは身体がきついピｰクである.

それさえ過ぎれば身体が慣れるのであろう.それほ

ど疲労は感じなくなるものだ.この目が最高と思った

が実際はこの目よりも3月17目の方がきびしかった.

パダチョン川の下流の方向に砂錫鉱床を追跡し一つ

一つの採掘場でたんねんに測定し記録しサンプリン

グする.一行の移動に伴って兵士たちがいずこから

となく集り一行がとどまると四周に散開し稜線に

警戒網をはる.彼らのひく｢ガチャッ｣とい一う後桿

の音はあまり気持のよいものではない.しかし汗に

まみれながら稜線を上ったり下ったりの彼らには彼ら

なりの真じめさがうかがえた.小休止のとき傍に立

っている眼の鋭い兵士に煙草を(たしカ)｢Koo1｣だった)

すすめ残りを友達と分けるよう身ぶり手ぶりで示した

ら意外に可愛い笑顔を見せてもう一人の兵士に一本と

らせていた.それでこの二人とは挨拶を交す件とな

った(第13図).

パダチョン基地の午後1時大部屋の隣の鍵がかかっ

ている家からきまって声が闘え始める.同時に大部屋

の電燈がともる.ビノレマ語だからサッパリ内容はわか

らないカミ調子から言って無線通話であるらしい.

ウｰ･チｰ･ソウ氏に聞くところによればラングｰン

のMDC本部との定期交信でその内容は一行の調査進

捗状況とのことであった.そういえばMDC本部の

機構の中に｢無線通信｣というのがあったように思う.

峠を越えてさらに奥地へ

もっとも緊張した日それが3月14目であった.調

査地域内ではもっとも遠くにあるN〇一4鉱山まで歩かね

ばならない.図上での距離は12kmだが前座の話で

はけわしい峠を越えるのだそうだ.ここまでくれば

第12図バタチョン鉱山残留鉱体の遠望

第13図護衛の兵士とともに仲よくなった二人の兵士兵役は10年契

約とのことお互いにシャンとした服装ではありません(日本

人の右側は鈴木さん左側か筆者)�
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凡例

圖花樹岩

国･グライゼン

[ヨ'S皿一W肩英脈.

図'坑道

第14図カラチョン鉱山の地質鉱床図

ただ前進あるのみ.また朝が早い.14目を明目にひ

かえて一同はウイスキｰをひっかけぐっすりと眠っ

た.夜半自分のいびきで目がさめた私だが朝になっ

てもとがめる人はいなかった.

朝だちの足どりは軽かった.この目も鈴木さんと私

が兵士とともに先頭を行く.休まず急がずあっけ

なく峠に立った.ところカミ後続の一行が待てども待

てども現われたい.休みくたびれた頃やっと到着で

ある.途中で小休止をしたとのことだった.前座

の話に構えすぎた感じである.この峠からカラチョン

(KaIatchaung)鉱山がチラチラ見える.予定では午

前中にこの鉱山の調査を終ることになっている.そこ

までは坦々たる道が山腹を巻き鼻歌まじりの行進とな

った.辺りには例の｢もず｣の鳴き声に似たせみし

第15図カラチョン鉱山の露頭に立つビルマ人の入夫君彼カミ後で落石

事故を起すロンジｰは涼しそうである眉秀でたるこのての

顔は九州あたりに多いのではありませんか

ぐれが貝原々しい.

カラチョン鉱山の露天掘は道路の山側と谷側の両方に

拡がっていた.人間はどちらかといえば高い方に

登る習性があるという.一行も同じであった.

露天掘最上部までパダチョン基地から6kmばかり

2時間30分もかかった.

露天掘は花筒岩山体の頂上付近海抜940mまで延び

ている(第14図).この鉱山の最盛期は1940年頃と聞い

た･最近まで細々と採掘されていたが何時休山した

かは判らたいという.おそらく最近に狂ってさノレマ

中央政府の威信が届くようになったのであろう.土地

のモン族の人夫君が傍にいることだし言いたくなかっ

たのかも知れない.最盛時の精鉱品位はWO.26.45%

Sn44.46%であったとか逆にW0342%Sn26%で

あったとか.要するに詳らかでない.一行の調査の

結果では弱いグライゼン化作用を伴った10条ばかりの

錫･タングステン石英脈およびその残留鉱床からなり

前者の場合のW:Snはほぼ10:1であった.

トレンチにリッジに日本語カミとびかう.目かげらし

い目かげカミなく風化した花庸岩からは熱気が反射する

ので立ちどまるとじっとり汗がにじむ.当方は1

ヵ所で静止していなくては測定にならない.そして暗

幕の中では曝からも汗か吹き出る感じである.ロン

ジｰスタイルの人夫諸君はさぞ風通しかよいことだ

ろう(第15図).下に何もつけていないのではあるまい

か.だがそれは確かめられずに終ってしまった.

もう12時に近い.カラチョン鉱山を後にして一行

は坦々とした山道を先に進む.500mも歩いたろうか.

そこからは急な下り適カミ斜面をまさに縫っていた.北

アルプスの唐松岳から大黒鉱山跡へ下りる道よりも急で

ある.

｢これは帰りが大変だな｣

一行は口々に言う.高距200mばかりで鞍部につくら

しい.まずは一服.幸いに木蔭カミ多い.各自好み

に庶じて場所をとった.彼方にNo.4鉱山の小部落

がみ走るというので期せず一行は眼で追う.深い谷

をへだてた対岸のリッジにあった(第16図).

と30mほど前に立つ大木に見たこともない大きな鳥

がゆっくりと羽ばたきながらとまった.まるでス

ロｰモｰションシｰンをみているようであった.

｢ありやあ何だ｣

MDCの面々も知らないらしい.この付近には孔雀が

たくさんいて保護されていると聞いていたがまず孔

雀でないことは確かだ.

r孔雀じぺないな｣�
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それでこの鳥のことは忘れられた.

一行は黙々と急斜面を下った.

スチｰノレ(Stee1)鉱山は迫りついた鞍部の少し下方

に拡がっていた(第17図).錫･タングステン石英脈

がごく小規模に露天掘されている.主脈は脈幅10-30

cm露出延長36mのこれまでに調査したものの中で

は安定した派といえるものであった.そのほかに10

数条のレンズ状石英脈がある.NE-SW系とE-W

系のパタｰンだカミ後者はほとんど不毛であった.

主脈に大きな鉄マンガン重石の結晶カミみごとである

(第!8図).その脈近くに同じように大きい鉄マンガ

ン重石の単結晶塊が2個おいてあった.サンプルにか

っこう荏ものと袋にしまいこんだら横に腰を下ろして

様子をみていた坑夫氏が何やらワメき出した.キム･

マンニュ氏が来て彼を匁だめている.

｢ワシのものだ｣

と言って怒っているらしい.各人が掘ったものをMD

Cが買う形態になっている.それで商品を盛ったとい

われてはやむを得ない.全部返そうとするとキム

･マンニュ｣氏が構わない気にするなといった身振り

で笑っている.そうは言ってもと1個だけ返したら

坑夫氏の顔はどうやらおだやかになった.

No.4鉱山に着いたのはもう辺りが夕日に赤黄色く

染まる頃であった.広場の両側に高床式の竹の家が4

-5軒点在し一行の宿舎は北東側の端に用意してあっ

た(第19図).新築である.床も壁もすべて竹を編ん

で作ってあり屋根は例の椰子の葉でふいてある.歩

くたびに床カミしなうのには面くらったし注意しないと

トゲが刺さる.でも風通しはすこぶるつきによい.

チャンと炊事場もベランダもついていて建築費は〆て

第16図シヤン高原の主稜は彼方にある対岸の尾根に大きな“ボダイ

樹"がみえるあれがN皿4鉱山の部落のある所

100ドノレだった由.

トイレは広場を横切った反対側にあり木製洋式は今

まで通りである(正確に言えば古来の日本式プラス洋

式腰かけといったところ.水洗ではない.水の入っ

たバケツカ玉置いてあり赤土が沈殿していた.手を洗

えということだろうが洗った水をどう処理すればよ

･いのだろう.まさかバケツに手をつっこんでとはい

カ)ない.それでは後の人が迷惑する).日本を出ると

き'トイレットペｰパｰに困るかも知れないと2巻き

用意しはるぱる運んだのであるがチャンと備えつけ

てあった.私のは一重たかどの鉱山基地の場合も2

重のものであった.日本製ではないらしい.

広場の中央に枝の中途からも根を下した大木がデン

と立っている.話もこの木の名を知らない.聞くと

ぼだい樹の1種だという.その下に青天井をいただい

た食堂カミ作ってあった(第20図).最高に風通しがよい.

陽が落ちると半そででは寒かった.

｢この木にハンモックを吊って寝たら快適だろう｣

第17図スチｰル鉱山の主脈目下採掘中であ第18図

った

スチｰル鉱山の主脈に賦存する鉄マンガン重石の大きな結腸左よりの黒い部分が鉄マンガ

ン重石白い部分は石英灰黒色の部分はグライゼン�



一42一

1凡阿

'1■｡1化摘閉

11変1止榊1･

/Sn･一W4泌脈

/比1司･傲打

/一､

ぺ＼々

�

�

一

∫

'一

■､

､

1』

一

第21図N皿4鉱山鉱脈分布図

と鈴木さんカミ言ったら早速にキム･マンニュｰ氏の笑

が返って来た.

｢錦蛇の腹の中で寝ることになるウァッパッノ･｣

その夜私はまたもや自分のいびきで目を覚した.寝

がえりを打つと竹の床がギィｰと鳴った.

N0.4鉱山

第2次大戦のとき旧日本軍がこの辺りに陣を構えた

とか通過したとかの記録は狂い.スチｰノレ鉱山と後

述のカラチョン鉱山を経営していた英国のStee1Brother

COmpanyが日本軍の進攻のために閉山したというが

それは直接進攻のためではなく進攻を予想した英国総

督府からの指示･勧告にもとづくものであったらしい.

ともあれこのポｰンロｰン河上流の地に足を踏み入れ

た日本人は我女が初めてに違いない.それを思えば

今も胸カミ高なるのである.

No･4鉱山の露天掘(第21図)では6本の錫･タン

グステン石英脈を中心に調査が進行した.その1本の

鉱脈に毛状の金属鉱物が認められた.小さた晶洞中に

第19図N皿4鉱山での調査団僧舎涼しいバンフｰハウスベランダ付

で建設費総計100ドル

晶籏を作っている.“この鉱物は何か"をめぐって

がぜん意見が分れた.輝安鉱説輝蒼鉛鉱説毛鉱説

輝水鉛鉱説……1人1人カミみな違う.私はこれを日

本に持ち帰り正しく同定しようと決心した.

｢よ一し私が害口る｣

大丸さんがガンガン照りの中で3ポンドハンマｰ

を振ってくれた.いい形で採れた.このサンブノレは

鼻紙で厚く包まれほとんど私の手に持たれて河田町

に迫りつく仕儀と相成った(第22図).X線回析化学

分析顕微鏡観察といじり回された挙句この鉱物は輝

蒼鉛鉱と決まった.因みにMDC買上げのNo.4錫

出産精鉱の品位(%)はWO.33.0Sn28.2Bi0.49

�����������〴����

0,054である(分析:日本分析センタｰ)

露天掘の向いの森から｢クワックワッ｣と聞きな

れない動物の鳴声が一しきりこだまする.猿だとい

うので一同が手を停めて聞き入った.

人夫が話かけてくる.

｢パｰマザカｰナマレブｰ(私はビルマ語が

わから扱い)｣

ウｰ･チｰ･ソウ技師が通訳に変る.

｢猿の肉は甘味があっておいしいよ.でも討つのは

可哀そうなんだ.人間に似てるから｣

それは私だって喰べたくない.だカミ仏教国といって

もイカモノ(?)喰いはいるらしい.味を知ってい

るのだから.

シンチレｰションカウンタｰに著いビノレマの地質屋

さんたちが興味を示し自分で測定したいような態度を

はっきりさせ始めた.技術指導も目的の一つである.

そこで使わせてみることにしあれこれ手ぶり身ぶ

り手とり足とり教育にかかる.相手さんはきわ

めて熱心である.切羽を少し上ったところで外めか

欝

第20図N皿4鉱山のトレｰドマｰク“ボダイ樹"の巨木その左側の下

に食堂が作ってあった両側に並ぶ建物は人家である�
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策22図

N皿4鉱山産石英脈

中の輝蒼鉛鉱黒5,ooo.

い部分が輝蒼鉛鉱

灰色が石英

らすれば｢掛け合いマンザイ｣のようなやりとり派しば

らく続いた.

やカミて｢ゼｰロゼｰロファイブ｣とカン高い

芦カミほとばしり始める.｢ウｰインド｣の方はミネ

ラライトに熱心だった.真夏に綿入れを頭からスッポ

リかぶったような感じの暗幕の中に頭をつっこみたがっ

ている.切羽を下りようとして下をみたらつい眼と

鼻の先に一行が腰を下ろしてこちらを見つめていた.

｢ラングｰン大学教授学生を指導するの図だよ｣

と日う.イタズラ恋人たちである.

その目バンフｰハウスに引きあげてから一騒動

が起った.

｢煙草がなくなった｣

｢キャッシュが足りない｣

｢ビルマにも泥棒がいるのかね｣

キャッシュの方は計算違いだったらしいが煙草の方は

事実である.

ラングｰンのインヤレイクホテルの風呂場の棚に

パダチョン基地宿舎の机の上に水浴場に時計をおき

忘れていようと金入れカミおきつ放しであろうと消え

失せることはなかった.それなのにこれはまたどう

したことか.辺境には五戒が行き届いてないのだろう.

日本人だけの胸にしまって今後物の保管にはとく

に注意することを申し合せた.それ以後紛失事故は

起らなかった.

19]OI41貝皇邑望6:193匝ヨ43色4男4箇.1脚砧5862'硫1970年

第23図

ビルマにおけ

る錫･タ:■グ

ステン精鉱生

産の推移(錫

精鉱･タング

ステン精鉱･

混合精鉱の総

計)

ビルマの錫･タングステン鉱業

ビルマで錫の製錬が如まったのは17世紀のことで所

は南部のマダイ(Mergui)地区人は中国人であった.

さらに時代を経た1836年のキャップテンロウの報告に

よると当時タボイ(TavOy)地区では400名のビノレマ

人が錫鉱業に従事していたという.しかし錫鉱業の拾

頭は英国の侵略に屈し英国人が進出を始めてからのこ

とでそのはしりが1905年のゴｰルデンストリｰム

シンジケｰトの設立とタボイ地区350平方マイルの採鉱

権の取得である.とはいえ当時の生産は微々たるも

ので記録によると1908年の錫生産量は1トン(1,t)に

すぎない.

一方ビルマのタングステンに関する最初の記録は

1850年のメイソンの記載で彼はタボイ地区では多くの

錫鉱床に伴ってタングステンが産出すると書いている.

タングステン鉱業が興ったのは1909年からのことでマ

ダイ地区がその創始であり191!年にはタボイ地区も加

わった･戦略物資として第1次大戦中に活況を呈し

第23図に示すような生産と変化を示しながら今日に及ん

でいる.生産のピｰクは第2次大戦の1941年にあった

が日本軍進攻の1942年に急落し錫･タングステンと

もに昔日の面影はない.

それでも革命政府は労働者･農民の保護立法支配

地域の拡大政府資金の注入と鉱山国営化外国技術の

無償導入などによって復興を止りそれが効を奏し始め

たとみえて生産は上向きになってきている.

ビノレマのおもな錫･タングステン鉱山としては次の

9鉱山がある.

モｰチ(Maw6hi)鉱山(北緯18.49'東経97.40'):

カヤ州ロイコゥ南方90マイノレ海抜3,000フィｰトの付'

近にある.ロイコウと山元までは舗装道路が通じさ

らにトングｰまで98マイルの自動車遣が通じている.

この鉱山の開発は古く約100年さかのぼる.地質は

モｰチ系堆積被変成岩とこれを貫ぬく黒雲母花庸岩から

なり鉱床はこれら堆積被変成岩と黒雲母花開岩中の電

気石に富む石英脈で約70の可採鉱脈カミ賦存している.

鉱量は50-70万t(Sn+W≒1～2%錫石･鉄マンガン

重石･灰重石)脈幅は数インチから最大8.37フィｰト

に及ぶ｡独立後の生産は大体年に300tで1970年か

らソ連との政府聞協定に従いソ連の資金と技術で強力

な探鉱が進められ開発計画も進行中である.

ヤダナボン(Ya他mabon)鉱山(北緯18.49'東経97.17'):�



一44一

ナミェン(Namyen)鉱山とも呼ばれている.マダイ

地区にあってレンヤ村東方30マイルのタイ国境近くに

位置する.付近はマダイ系千枚岩･粘板岩･珪岩とそ

れを貫ぬく黒雲母花商岩からなり鉱床はこれらを母岩

とする2～3インチから1～2フィｰトのSn-W一石英

脈とそれに由来する砂鉱床で構成されるがおもな稼

行対象はナマロｰソチョン(NamaroonChaung)河

に沿って発達する砂鉱床である.砂鉱の鉱量は推定

10×106ヤｰド3品位Sn+W1.5ポンド/ヤｰド3で

1949-1952年の生産量はタングステン精鉱394t錫精

鉱10t混合精鉱17tで最近はタングステン精鉱を年

に!40t前後産出している.

ウヤワ(Yawa)鉱山(北緯13.15'東経98,511):マ

ダイ地区パラウク村東方の直距15マイルの所に位置する.

鉱床はマダイ系(メノレグイ系)中の錫石一黄銅鉱一黄鉄

鉱一斑銅鉱一方鉛鉱鉱脈群で構成されている.鉱脈の

酸化帯は地表下200フィｰトに達し炭酸銅鉱物が処々

に発達する.錫脈は変化が激しく膨縮分岐合流

尖減を繰り返していることカミ多い.キエドン(Kyeda･

ung)の東北における稼行個所には2本の平行脈とこれ

と交差する鉱脈群が分布しその鉱量は推定6,000t(Sn

1.3%)この平行脈に交差する鉱脈の場合は10,000t

(Sn3.17%CuO.5-1.7%)である.

ブワビン(B冊bin)鉱山1タボイ地区にあって

タボイｰミｰトン(Myitton)道の23マイル標点から2マ

イノレ離れた所に位置する.鉱山までは舗装された道路

が通じている.

第24図ペネタイク鉱山に跡をとどめている教会撮影負度

がうまく放くて蟹十字架カミ1字架になってしまった

鉱床は花商岩および花開岩と堆積岩との接触部に胚胎

された錫･タングステン鉱脈が主体をなし砂鉱床も分

布している.可採鉱脈はN-S方向のもので主脈は

2本あっていずれも幅カミ49インチ束に30｡傾斜する.

生産量は1937年にタングステン精鉱125t錫精鉱98

t1939年にそれぞれ196tと136tであった.現在で

は混合精鉱を年に80t前後産出している.

タヤンクメドｰン(Ky副mkmed釧mg)鉱山(北緯14.10ク

東経98.26/):これはタボイとヘインダ(Heinda)の中間

に位置し地質はメルグイ系の厚さ200の珪岩と泥岩か

らなりその中に錫･タングステン鉱脈が分布している.

鉱脈の走向はNE-SEの場合が多く分水嶺の酉では

N-SやE-W走向のものも認められる.鉱脈は一般

に断層によって角礫化されている.

平地部分には砂鉱床が分布し1935年にはタングステ

ン精鉱を25t錫精鉱を514t産出している.

ペルミｰンジｰ(旺ermyingyi)鉱山(北緯14.15'

東経98.35!):この鉱山はセントラノレレインジと呼ば

れる山脈の北に位置する.ペルミｰンジｰを中心とし

た5マイルの円の中に5つの花開岩岩株が分布し中心

にもっとも近い所にあるのがペルミｰンジｰ山塊と称さ

れる岩株である.

この花鹿岩はメノレグイ系被変成砂岩･頁岩中に貫入し

拡がりは延長1,500ヤｰド幅最大450ヤｰドで中央を

カマウンフラ川が流れ南北2つの山に分けている(南

側カミビヅグ丘北側がティン丘).

鉱床は花商岩と被変成砂岩･頁岩に胚胎された錫･タ

ングステン石英脈と残留鉱床･砂鉱床からなり鉱脈の

上下盤にグライゼンが発達している.脈幅2-3イン

チから数100フィｰトに及ぶ.すでに60以上の鉱脈カミ

採掘された.脈の延長は10ト500フィｰトがもっとも

多く鉱脈を構成する金属鉱物としては錫石と鉄マン

ガン重石のほかに黄銅鉱･方鉛鉱･黄鉄鉱･閃亜鉛鉱

･輝水鉛鉱などカミある.生産量は1917年に錫精鉱472t

タングステンを主とする(68%)混合精鉱345tであり

1934年には世界最大のタングステン鉱山であった.そ

して1935年における評価では鉱量が1.04%Sn-W混

合鉱として90,000tであり'現在は年150t前後の混合

精鉱を産出している.

ヘインダ(Hein他)鉱山(北緯14.06∫東経98.31'):

またの鉱山名をフポロントｰン(Hpo1ontamg)という.

タボイの南に位置し付近は花開岩と沖積層(湖成層)

からなる･鉱床は砂錫鉱床で現在年に250tの錫精�
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鉱を産出し1937年以来の生産量は6,000tに達する.

この鉱山の探鉱と開発には1971年から酉ドイツが援助し

ている.そのために西ドイツとビノレマの政府間協約が

交わされ西ドイツの資本と技術が投入されつつある.

ナンチラｰ(Nanthi1趾)鉱山(北緯13.22∫40"東経

98.41∫30"):本鉱山はバロウの北東35マイルに位置する.

鉱山付近の地質は主としてメノレグイ系の粘板岩と珪岩か

らなり岩石は割れ目と擾乱部に富みその部分に錫石

･黄銅鉱･黄鉄鉱･方鉛鉱･閃亜鉛鉱が鉱染･分布する.

地表の風化帯中に錫石カミ濃集しよい稼行対象となって

いる.現在は主として探鉱中であるが年間40t程度

の錫精鉱が探鉱の進展に付随して産出している.

カンボｰク(Ka皿b舳k)鉱山(北緯14,351東経98.

03'):本鉱山はヘインゼ盆地の南側の小さな谷間に位

置する.付近の地質はメルグイ系とこれに貫入する花

商岩からたり鉱床は錫･タングステン石英脈と砂錫鉱

床からなる･鉱脈は走向E-W傾斜6ぴS(北部)お

よび45“(南部)でもって花嵩岩とメルグイ系中に分布

し金属鉱物としては錫石･鉄マンガン重石のほかに黄

鉄鉱･黄銅鉱･方鉛鉱･閃亜鉛鉱･自然蒼鉛が認められ

る.砂鉱床は主として錫石が対象鉱物である.

1912年に混合精鉱207tを生産し既掘量は各種精鉱

で合計6,082tに達する.現在は年間200tのぺ一スで

稼行中である二

パダチョン基地からペネタイク鉱山へ

3月16目喜び峠を越えパダチョンヘの道をひき返

した一2目前に黙々と下った急坂をまた黙々と登っ

てゆく.途中で休憩をとりふり返ったら我々に態

を与えてくれたあのボダイ樹が眼に一きわ大きく映った.

その夜バタチョン基地の倉庫に入りそこに保管され

ている管下各鉱山産のタングステン精鉱や混合精鉱にミ

ネラライトを当てあるいたシンチレｰションカウン

タｰを操作して反応を調べた.どの精鉱にも灰重石の

青白い螢光余散在している.灰重石がとくに際だって

多かったのはタクントｰン(Taguntaung)鉱山産のタン

グステン精鉱の場合であった.この作業に立ち合って

いた若いビルマの地質屋たちは灰重石が思ったよりも

はるかに多いのに驚いたらしい.異常なまでの関心を

み紅ミネラライトカミ欲しい様子であった.しかし寄

贈して貰えないことを覚ったのかマニュアルな灰重石

識別法を教えてくれといたく熱心である.私は硬度

のこと光沢のこと結晶の晶相のことそして噛んで

みたときの感じのことなどを話して倉庫を出た｡

部屋では日本の語カミはずんでいた.ウｰ･チｰ･

ソｰ技師が聞いた.

｢沖縄は日本のものなのか｣

すると居合せた日本人6人全く同時に全く同じ言

葉を発した.

｢イェｰスオフコｰス｣

ウｰ･チｰ･ソｰ技師は一瞬肩を後に引きそしてうな

づいた.何度も何度も.

そこえ倉庫で一緒だった二人の青年カ峠ってきて

ミネライトを指さしたカミら私に話しかける.

｢あの機械を明目の朝まで借して欲しい｣

｢どうするのかね?｣

｢灰重石をより分けたいので｣

私は簡単に操作してみせ直接光源をみてはならないな

どの注意をして渡してやった.彼らはその夜一睡

もせずに灰重石を手選し続けた.

ペネタイク(Pemedaik)鉱山への道は幾つかの谷を

越えて約10たm一汗も二汗もかかされた.鉱山部落

に着くと早速牛乳の馳走にあづかる.濃くて冷た

くてうまい.下痢しがちな私だカミ調査中一度も牛乳

で下痢することはなかった.

鉱山部落から坑道まで1止mばかり.その間に壊れ

た教会がうら寂しく残っていた(第24図).英国人が経

営していた時代の名残りである.

この鉱山は錫･タングステン石英脈と下流に拡がる砂

鉱床で構成され結局延長約3止mにわたって調査す

る破目となった.坑道から出て石井場を降り始めた途端

｢ガラガラガラガラ｣.落石である.

｢ケアブノレ｣

と誰かの大声がとんだ.下を歩いていた一団に直径50

Cmばかりの落石がつっこんで行く.誰かに当ったら

しい.急いでかけつける.石は田中さんの足に当っ

てしまったがどうやら大禍なしの状態で一同ホッと

するやら落した奴が腹立たしいやら.人夫の1人が

不注意にも踏み落したとのことだったが英語が通じな

くて説教できずじまい.

昼食でビルマ風サンドイッチをパクつき昼寝.て

んでに木蔭で休む.得体の知れない虫がいて寝られ

たさまでない.

午後は下流へ低地へと調査が延びてゆく.川も徒

渉した.深いジャングノレも歩いた.一同に疲労の影

が濃い.

,｢こん政所に虎カミいるらしいよ｣

鈴木さんの言葉に続く人は講も居なかった.この目は

徹底的享こ疲れてパダチョン基地にもどった.いよい

よ明目はセプｰドン基地である.(筆者は鉱床部)�


